
不当解雇とたたかう日本航空労働者を「支える会」通信 2013年１月号第７号

新
し
い
年
と
な
り
ま
し
た
。

大
晦
日
の
解
雇
か
ら
Ｊ
Ａ
Ｌ

原
告
団
が
迎
え
る
３
回
目
の

お
正
月
で
す
。

一
昨
年
11
月
の
結
成
か
ら
支

え
る
会
も
一
年
を
迎
え
、
こ
の
間

皆
様
の
会
費
は
日
本
中
に
支
援
を

訴
え
に
行
く
原
告
団
の
活
動
費
と

し
て
使
わ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
心

よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

全
国
に
支
援
の
輪
は
広
が
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
Ｊ
Ａ
Ｌ

闘
争
勝
利
の
た
め
に
「
あ
の
解
雇

は
お
か
し
い
！
」
と
い
う
、
裁
判

所
を
動
か
し
、
世
論
を
喚
起
す
る

う
ね
り
を
更
に
大
き
く
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

原
告
団
は
、
各
地
の
国
労
や
地

域
の
労
働
組
合
・
団
体
、
地
域
の

支
え
る
会
の
協
力
を
得
て
昨
年
11

月
21
日
姫
路
を
起
点
に
12
月
６
日

ま
で
近
畿
・
東
海
道
キ
ャ
ラ
バ
ン

を
行
い
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
解
雇
の
問
題
点

を
訴
え
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
是

非
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
実
現
し
て

い
こ
う
と
企
画
中
で
す
。
こ
の
よ

う
な
活
動
に
向
け
、
原
告
団
も
カ

ン
パ
要
請
や
物
品
販
売
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
な
ん
と
い
っ
て
も

「
Ｊ
Ａ
Ｌ
闘
争
を
支
え
る
会
」
会

費
に
よ
る
闘
争
支
援
が
要
と
な
り

ま
す
。

自
公
政
権
に
戻
り
労
働
運
動
に

は
厳
し
い
年
と
な
り
そ
う
で
す
が
、

支
え
る
会
に
参
加
を
頂
い
て
い
る

皆
さ
ん
の
会
員
継
続
と
新
規
会
員

の
一
層
の
拡
大
で
、
闘
争
勝
利
を

ぜ
ひ
と
も
引
き
寄
せ
た
い
と
思
い

ま
す
。

昨
年
10
月
よ
り
入
会
後
一
年
経

ち
、
更
新
期
日
を
迎
え
ら
れ
る
会

員
の
方
に
は
「
会
費
継
続
の
お
願
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い
」
と
振
込
票
を
同
封
し
て
通
信

を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
継
続
し

て
会
費
を
収
め
て
い
た
だ
け
ま
す

よ
う
、
ま
た
新
規
会
員
を
増
や
す

た
め
に
、
是
非
職
場
の
仲
間
や
、

ご
家
族
、
お
友
達
に
入
会
の
お
誘

い
を
し
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
に
、

重
ね
て
お
願
い
た
し
ま
す
。

事
務
局
長

柚
木
康
子

12
月
６
日
に
パ
イ
ロ
ッ
ト
、
14

日
に
客
室
乗
務
員
の
控
訴
審
の
第

一
回
目
が
開
か
れ
ま
し
た
。
両
日

と
も
支
援
の
方
を
含
め
２
０
０
名

近
く
が
結
集
し
、
傍
聴
席
の
抽
選

も
５
倍
と
狭
き
門
で
し
た
。

法
廷
で
は
提
出
書
面
・
書
証
の

確
認
の
あ
と
代
理
人
と
原
告
団
長

か
ら
陳
述
を
行
い
ま
し
た
。

山
口
乗
員
原
告
団
長
は
原
審
の

不
当
性
に
つ
い
て
怒
り
を
込
め
て

陳
述
、
内
田
客
乗
原
告
団
長
は
不

当
に
解
雇
さ
れ
た
上
に
、
更
に
不

当
判
決
を
受
け
た
原
告
の
口
惜
し

さ
を
訴
え
ま
し
た
。

日
本
航
空
は
原
告
の
主
張
に
対

し
て
未
だ
反
論
し
て
い
な
い
点
を

裁
判
所
か
ら
指
摘
さ
れ
、
書
面
で

提
出
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
ま
し

た
。
原
告
は
１
月
末
を
目
途
に
人

選
基
準
等
に
関
す
る
数
人
の
学
者

の
意
見
書
を
提
出
す
る
予
定
で
す
。

控
訴
審
で
は
十
分
な
主
張
立
証
の

場
を
裁
判
所
に
認
め
さ
せ
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
更
に
運
動
の
輪

を
広
げ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
皆

様
の
一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

《
次
回
日
程
》

乗
員
裁
判

２
月
７
日

客
乗
裁
判

３
月
１
日

両
日
共
14
時
30
分
〜
101
号
法
廷

裁
判
所
前
宣
伝
行
動
は

12
時
30
分
〜
の
予
定
、

傍
聴
券
抽
選
は

13
時
50
分
か
ら
。

控
訴
審
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
！
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池
袋
み
ら
い
座
の
「
勝
利
を
つ

か
む
大
集
会
」
は
乗
員
裁
判
控
訴

審
第
１
回
期
日
に
ち
ょ
う
ど
重
な
っ

た
。
集
会
は
Ｊ
Ａ
Ｌ
闘
争
を
拡
げ

支
援
を
呼
び
か
け
る
近
畿
・
東
海

キ
ャ
ラ
バ
ン
（
姫
路
か
ら
静
岡
ま

で
２
府
６
県
）
の
到
着
式
で
始
ま
っ

た
。
キ
ャ
ラ
バ
ン
に
参
加
し
た
原

告
団
と
と
も
に
国
労
近
畿
地
本
の

園
委
員
長
が
登
壇
し
、
各
地
で
の

キ
ャ
ラ
バ
ン
で
の
取
組
を
紹
介
、

国
労
近
畿
と
し
て
共
に
闘
う
決
意

を
表
明
さ
れ
た
。

開
会
挨
拶
は
全
労
協
金
澤
議
長
。

規
制
緩
和
を
競
い
合
う
衆
議
院
選

の
状
況
や
首
切
り
が
拡
が
る
電
機

産
業
の
状
況
に
触
れ
つ
つ
、
日
航

の
闘
い
に
全
て
を
背
負
わ
せ
る
こ

と
な
く
闘
い
の
幅
や
激
励
の
拡
が

り
を
見
せ
て
い
こ
う
と
呼
び
か
け

た
。

次
い
で
上
条
貞
夫
弁
護
団
長
か
ら

動
基
準
局
次
長
カ
レ
ン
・
カ
ー
チ

ス
さ
ん
が
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
解
雇
は
国
際

的
に
通
用
し
な
い
と
冒
頭
の
３
人

を
追
及
す
る
場
面
と
大
熱
演
。
大

い
に
笑
え
た
が
、
そ
れ
が
Ｊ
Ａ
Ｌ

の
現
状
で
あ
る
こ
と
に
背
筋
が
寒

く
な
る
思
い
も
し
た
。

連
帯
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
近
畿
・
東

海
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
迎
え
た
「
Ｊ
Ａ

Ｌ
闘
争
を
支
え
る
静
岡
の
会
」
の

増
田
事
務
局
長
、
新
婦
人
の
平
野

男
女
平
等
働
く
女
性
部
長
、
日
本

乗
員
組
合
連
絡
会
議
の
馬
場
Ｌ
Ｅ

Ｇ
Ａ
Ｌ
（
法
務
）
委
員
長
。
そ
れ

ぞ
れ
、
「
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
解
雇
は
労
働

者
に
何
の
理
由
も
な
い
解
雇
、
一

方
で
大
量
の
新
規
採
用
し
な
が
ら

原
告
を
戻
さ
な
い
、
負
け
ら
れ
な

い
闘
い
だ
」
、
「
日
本
の
１
３
５

カ
国
中
１
０
１
位
と
い
う
ジ
ェ
ン

ダ
ー
指
数
に
ス
ペ
イ
ン
の
人
々
も

驚
い
て
い
た
。
こ
の
解
雇
は
働
く

女
性
の
権
利
の
問
題
で
も
あ
る
、

草
の
根
の
女
性
の
力
を
集
め
て
撤

回
を
」
、
「
今
日
の
控
訴
審
を
傍

聴
し
た
。
乗
員
は
ル
ー
ル
を
守
っ

て
仕
事
を
す
る
集
団
だ
。
ル
ー
ル

を
守
る
た
め
に
は
物
の
言
え
る
職

場
が
重
要
だ
が
、
航
空
現
場
の
現

状
は
物
が
言
い
に
く
い
職
場
に
な

り
つ
つ
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
職
場

原
告
団
は
役
者
が
そ
ろ
い
、
座

つ
き
作
者
も
い
る
ら
し
い
。
構
成

劇
「
必
ず
勝
つ
で
、
ご
Ｊ
Ａ
Ｌ

（
ご
じ
ゃ
る
）
」
の
上
演
。
日
比

谷
公
会
堂
で
の
7
・
26
決
起
集
会

で
は
朗
読
劇
で
涙
を
誘
っ
た
が
、

今
回
は
笑
い
満
載
。
麦
盛
会
長
、

植
田
社
長
、
管
財
人
の
酒
席
に
裃

姿
の
大
岡
越
前
が
登
場
し
Ｉ
Ｌ
Ｏ

勧
告
な
ど
を
紹
介
し
て
世
界
を
見

よ
！
と
諌
め
る
場
面
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
フ
ィ

ロ
ソ
フ
ィ
ー
を
読
み
上
げ
な
が
ら
、

売
上
第
一
・
休
暇
は
後
回
し
の
客

室
乗
務
員
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
場
面
、

機
長
が
怪
我
を
し
な
が
ら
燃
料
節

約
で
台
風
を
突
っ
切
る
と
言
う
機

内
で
の
飛
行
前
打
ち
合
わ
せ
の
場

面
、
重
さ
90
Kg
の
機
内
サ
ー
ビ
ス

用
カ
ー
ト
が
機
内
の
通
路
を
走
り

抜
け
る
場
面
、
ハ
ド
ソ
ン
川
の
奇

跡
を
生
み
だ
し
た
の
は
57
歳
の
パ

イ
ロ
ッ
ト
、
58
歳
の
客
室
乗
務
員

と
ベ
テ
ラ
ン
ク
ル
ー
で
あ
っ
た
こ

と
が
映
像
と
共
に
紹
介
さ
れ
、
最

後
は
原
告
扮
す
る
ハ
ド
ソ
ン
川
の

奇
跡
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
Ｉ
Ｌ
Ｏ
労

- 2 -

裁
判
報
告
と
控
訴
審
の
展
望
が
語

ら
れ
た
。
上
条
弁
護
士
は
、
①
今

回
の
解
雇
が
管
財
人
の
代
理
人
と

し
て
社
長
以
下
日
航
労
務
が
従
来

か
ら
の
一
貫
し
た
不
当
労
働
行
為

政
策
を
貫
い
た
こ
と
、
辞
め
さ
せ

よ
う
と
狙
っ
た
組
合
員
を
乗
務
は

ず
し
で
退
職
強
要
し
、
年
齢
、
病

気
を
理
由
に
選
別
解
雇
を
行
っ
た

こ
と
、
ス
ト
権
投
票
に
介
入
す
る

な
ど
労
使
交
渉
を
不
当
労
働
行
為

で
切
り
崩
し
た
こ
と
を
具
体
的
に

紹
介
し
、
会
社
更
生
手
続
き
の
中

に
組
み
込
ま
れ
た
不
当
労
働
行
為

で
あ
る
こ
と
が
特
徴
的
だ
と
指
摘
。

②
地
裁
判
決
は
「
更
生
手
続
き
と

し
て
行
わ
れ
た
解
雇
」
だ
か
ら
正

当
だ
と
言
う
偏
見
か
ら
結
論
を
出

し
、
理
由
を
こ
じ
つ
け
て
い
る
、

ま
た
解
雇
の
時
点
で
必
要
性
を
判

断
す
る
と
言
う
判
例
法
理
を
否
定

し
て
い
る
こ
と
は
重
大
な
誤
り
だ

と
指
摘
。
③
整
理
解
雇
闘
争
の
こ

の
間
の
判
決
や
闘
い
で
の
決
着
の

歴
史
を
紹
介
し
、
日
航
事
件
は
ま

さ
に
人
権
・
憲
法
問
題
で
あ
り
、

控
訴
審
で
は
新
証
拠
と
一
層
の
不

当
労
働
行
為
の
立
証
を
求
め
て
い

く
と
報
告
さ
れ
た
。

を
改
善
さ
せ
る
た
め
に
も
こ
の
闘

い
を
支
援
す
る
」
と
。

最
後
は
Ｉ
Ｆ
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ａ
（
国
際

定
期
航
空
操
縦
士
協
会
連
合
会
）

か
ら
「
世
界
１
０
０
カ
国
10
万
人

の
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
代
表
し
て
Ｊ
Ａ

Ｌ
の
不
当
判
決
を
覆
す
闘
い
を
全

面
的
に
支
援
す
る
」
と
の
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
紹
介
さ
れ
た
。

国
民
支
援
共
闘
津
恵
事
務
局
長

か
ら
12
月
14
日
の
客
乗
控
訴
審
、

12
月
21
日
の
銀
座
デ
モ
、
高
裁
宛

て
署
名
の
取
組
、
駅
頭
宣
伝
な
ど

の
行
動
提
起
が
さ
れ
た
。
つ
い
で

Ｊ
Ａ
Ｌ
闘
争
を
支
え
る
会
柚
木
事

務
局
長
が
、
こ
の
１
年
の
原
告
団

へ
の
闘
争
財
政
支
援
の
報
告
と
11

月
よ
り
２
年
目
に
入
る
支
え
る
会

へ
の
継
続
と
新
規
加
入
の
呼
び
掛

け
を
行
な
っ
た
。

更
生
手
続
き
に
構
造
的
に
組
み

込
ま
れ
た
不
当
労
働
行
為
政
策

役
者
ぞ
ろ
い
の
原
告
団
・
・
・

笑
い
な
が
ら
も
怖
い
Ｊ
Ａ
Ｌ
の

実
態
が
あ
き
ら
か
に

海
外
か
ら
も
心
強
い

連
帯
メ
ッ
セ
ー
ジ

Ｊ
Ａ
Ｌ
闘
争
を
支
え
る
会
の

継
続
加
入
と
一
層
の
拡
大
で

闘
争
を
支
え
よ
う

近
畿
・
東
海

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
到
着
！

Ｊ
Ａ
Ｌ
不
当
解
雇

勝
利
を
つ
か
む
大
集
会

７
０
０
名
余
が
結
集
！

・
12

６

12・6勝利をつかむ大集会
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索
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
地
域
の
仲

間
か
ら
は
、
国
鉄
闘
争
の
よ
う
に

Ｊ
Ａ
Ｌ
で
の
不
当
な
解
雇
者
を
支

援
す
る
組
織
が
で
き
な
い
か
と
話

が
持
ち
出
さ
れ
、
結
成
に
向
け
て

何
度
か
相
談
会
を
持
っ
て
き
ま
し

た
。そ

の
中
で
、
ま
ず
は
、
当
事
者

11
年
11
月
19
日
、
音
威
子
府
勤

労
者
会
館
に
お
い
て
「
Ｊ
Ａ
Ｌ
闘

争
を
支
え
る
音
威
子
府
の
会
」
を

結
成
し
ま
し
た
。

国
鉄
闘
争
終
結
後
、
こ
の
闘
い

の
継
承
と
新
た
な
地
域
運
動
が
模

し
、
総
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

結
成
時
現
在
の
入
会
状
況
は
、

４
団
体
、
22
個
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。
音
威
子
府
の
会
・
役
員
構
成

代
表
・
小
西
邦
広
（
政
治
局
）
、

副
代
表
・
佐
々
木
修
（
地
区
労
）
、

石
澤
昭
則
（
新
社
会
党
）
、
事
務

局
長
・
関
野
政
幸
（
ユ
ニ
オ
ン
）
、

事
務
局
・
北
川
慎
（
地
区
労
）
、

吉
田
一
義
（
北
教
組
）
、
杉
山
均

（
ユ
ニ
オ
ン
）

11
月
27
日
、
愛
媛
県
松
山
市
で
、

愛
媛
県
出
身
の
Ｊ
Ａ
Ｌ
争
議
原
告

３
名
（
林
恵
美
さ
ん
、
大
池
ひ
と

み
さ
ん
、
二
宮
斉
子
さ
ん
）
の
た

た
か
い
を
「
支
え
る
会
」
が
結
成

さ
れ
ま
し
た
。
会
の
結
成
は
、
愛

媛
労
連
議
長
の
呼
び
か
け
に
応
え
、

愛
媛
地
域
で
活
動
す
る
単
組
や
団

体
が
中
心
と
な
っ
て
準
備
し
ま
し

た
。当

日
は
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
不
当
解
雇
撤

回
を
め
ざ
す
学
習
決
起
集
会
と
併

せ
て
取
り
組
ま
れ
、
和
波
宏
明
争

議
団
事
務
局
次
長
を
講
師
に
招
い

て
、
不
当
解
雇
の
本
質
や
東
京
地

裁
判
決
の
不
当
性
を
し
っ
か
り
と

学
習
し
ま
し
た
。

集
会
は
、
愛
媛
合
唱
団
の
「
あ

に
来
て
頂
い
て
話
を
聞
こ
う
と
言

う
こ
と
に
な
り
、
相
談
会
と
し
て
、

原
告
団
の
鈴
木
圭
子
さ
ん
を
招
い

て
「
不
当
解
雇
と
闘
う
Ｊ
Ａ
Ｌ
労

働
者
に
学
ぶ
集
会
」
を
９
月
19
日

に
開
催
し
ま
し
た
。

不
当
な
日
本
航
空
の
解
雇
内
容

の
話
や
懇
親
会
で
の
交
流
を
通
じ
、

若
年
層
か
ら
支
援
の
声
が
大
き
く

盛
り
上
が
り
、
今
回
の
入
会
で
も

多
く
の
若
者
が
中
心
に
、
会
員
に

な
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
今
後
音
威
子
府
の

会
と
し
て
は
、
よ
り
多
く
の
人
に

Ｊ
Ａ
Ｌ
闘
争
を
広
め
、
入
会
活
動
、

支
援
物
販
、
支
え
る
会
通
信
の
会

員
へ
の
配
布
の
取
り
組
み
を
積
極

的
に
進
め
る
こ
と
を
全
体
で
確
認

の
空
へ
帰
ろ
う
」
の
合
唱
で
始
ま

り
、
会
議
室
い
っ
ぱ
い
の
80
名
が

熱
い
気
持
ち
に
な
る
な
か
、
建
交

労
・
澤
田
康
夫
さ
ん
の
「
原
告
３

名
を
必
ず
あ
の
空
へ
帰
そ
う
」
と

の
力
強
い
決
意
表
明
で
締
め
く
く

ら
れ
ま
し
た
。

「
支
え
る
会
」
で
は
、
全
国
の

支
え
る
会
の
会
員
５
０
０
口
を
め

さ
ず
す
と
と
も
に
、
東
京
高
裁
へ

の
公
正
判
決
を
求
め
る
署
名
や
学

習
会
・
宣
伝
に
取
り
組
む
こ
と
を

申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

12
月
11
日
に
は
、
「
支
え
る
会
」

と
し
て
初
め
て
の
宣
伝
に
取
り
組

み
ま
す
。

Ｊ
Ａ
Ｌ
愛
媛
原
告
を
支
え
る
会

事
務
局
長

重
見
幸
春

（
通
信
労
組
特
別
執
行
委
員
）

全
国
各
地
で
『
支
え
る
会
』
結
成
さ
れ
る
！

音
威
子
府
の
会

結
成
！

11
・
27

愛
媛
原
告
を

支
え
る
会
結
成

ト
リ
は
２
人
の
原
告
団
長
の
決

意
表
明
。
控
訴
審
の
法
廷
で
思
い

の
た
け
を
裁
判
長
に
ぶ
つ
け
た
山

口
乗
員
団
長
は
タ
ク
シ
ー
会
社
の

全
員
解
雇
争
議
を
紹
介
し
な
が
ら
、

キ
ャ
ラ
バ
ン
で
地
方
の
方
々
と
も

繋
が
っ
た
、
粘
り
強
く
闘
う
と
簡

潔
に
決
意
表
明
。

つ
い
で
内
田
客
乗
団
長
は
キ
ャ

ラ
バ
ン
開
始
の
姫
路
で
Ｊ
Ａ
Ｌ
闘

争
を
訴
え
た
が
ま
だ
ま
だ
不
十
分

と
痛
感
、
是
非
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン

に
つ
な
げ
た
い
。
被
解
雇
者
の
組

合
役
員
の
リ
ス
ト
を
見
た
イ
ギ
リ

ス
の
学
者
は
、
「
不
当
労
働
行
為

は
歴
然
だ
」
と
言
っ
た
が
判
決
は

タ
マ
タ
マ
だ
と
し
た
。
政
府
や
Ｊ

Ａ
Ｌ
は
私
た
ち
が
あ
き
ら
め
る
の

を
待
っ
て
い
る
が
、
「
Ｉ
Ｌ
Ｏ
勧

告
も
活
か
し
粘
り
強
く
闘
え
ば
必

ず
勝
つ
、N

e
v
e
r
G
iv
e
u
p

!
だ
」
と
イ
ギ
リ
ス
の
国
際
労
働

法
の
権
威
で
あ
る
キ
ー
ス
ユ
ー
イ

ン
グ
教
授
に
も
激
励
さ
れ
た
。

「N
e
v
e
r
G
iv
e
u
p

！
で
闘

い
ま
す
、
一
緒
に
闘
っ
て
く
だ
さ

い
！
」
と
訴
え
た
。

集
会
は
全
労
連
大
黒
議
長
が
日

本
中
に
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
闘
い
を
広
め
、

闘
い
を
支
え
よ
う
と
閉
会
挨
拶
。

最
後
は
Ｃ
Ｃ
Ｕ
の
現
職
宮
井
さ

ん
の
音
頭
で
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
の

声
が
響
い
た
。

当
日
の
会
場
カ
ン
パ
は
33
万
円

が
集
ま
っ
た
。
ま
た
都
知
事
候
補

の
宇
都
宮
健
児
さ
ん
も
登
場
、
Ｊ

Ａ
Ｌ
闘
争
へ
の
連
帯
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
贈
り
盛
り
上
が
っ
た
。

控
訴
審
で
勝
利
を
つ
か
も
う
！

N
e
ve
r
G
i
v
e
u
p
!
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た
。
現
在
福

岡
市
在
住
。

空
自
航
空
学

生
30
期
、
戦

闘
機
（
Ｆ
―
１
）
、
輸
送
機

（
Ｙ
Ｓ
―
11
・
Ｃ
―
１
）
、
趣

味
・
特
技：

ス
ポ
ー
ツ
全
般

（
野
球
・
サ
ッ
カ
ー
・
バ
ス
ケ
ッ

ト
・
ゴ
ル
フ
・
空
手
・e

tc

）

池
田

清
（
山
形
県
出
身
）

い
つ
も

ご
支
援
あ

り
が
と
う

ご
ざ
い
ま

す
。
私
は
、
割
愛
制
度
（
民
間

パ
イ
ロ
ッ
ト
の
不
足
を
補
う
た

め
自
衛
隊
の
経
験
豊
富
な
パ
イ

ロ
ッ
ト
を
民
間
航
空
会
社
へ
送

り
出
す
制
度
）
に
よ
り
航
空
自

衛
隊
か
ら
旧
日
本
エ
ア
シ
ス
テ

ム
に
入
社
し
、
日
本
航
空
と
の

統
合
を
経
て
現
在
に
至
っ
て
お

り
ま
す
。
不
当
か
つ
不
合
理
な

整
理
解
雇
に
な
る
前
は
、
Ｍ
Ｄ

90
の
副
操
縦
士
と
し
て
日
本
の

空
を
飛
ん
で
お
り
ま
し
た
。

斉
藤

良
子
（
千
葉
県
出
身
）

安
全
運
航
と
労
働
条
件
向
上

谷
口

正
明
（
香
川
県
善
通
寺

市
出
身
）

副

操
縦

士
は
48

歳

以
上

と
言

う
年
齢
基
準
で
解
雇
さ
れ
た
谷

口
（
や
ぐ
ち
）
で
す
。
現
在
は

オ
ル
グ
活
動
だ
け
で
な
く
、
日

本
航
空
乗
員
組
合
の
執
行
委
員

と
し
て
、
コ
ス
ト
削
減
優
先
で

安
全
を
軽
視
す
る
会
社
と
団
体

交
渉
等
で
や
り
合
っ
て
い
ま
す
。

森

真
一
（
姫
路
市
出
身
）

某

歌

手

と

同

姓

同

名

。

１

９

５

９
年
生
。
趣
味
は
模
型
、
絵
画
、

登
山
。
姫
路
城
は
国
宝
で
世
界

遺
産
に
も
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
機
会
が
あ
れ
ば
訪
れ
て
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
こ
こ
数
年
は

大
修
理
中
で
要
注
意
で
す
。

榊
原

正
好
（
静
岡
県
出
身
）

藤
枝
東
高
校
を
卒
業
し
ま
し

除
夜
の
鐘

を
山
手
線

に
乗
り
な

が
ら
ぼ
ん

や
り
聞
い
て
い
た
の
を
昨
日
の

事
の
様
に
思
い
出
し
ま
す
。
解

雇
自
由
な
社
会
に
な
ら
な
い
よ

う
、
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

加
藤

浩
子
（
新
潟
市
出
身
）

１
９
７
７

年
Ｊ
Ａ
Ｌ

入
社
。
飛

行
時
間
２

５
５
０
１

時
間
。
座
右
の
銘：

吾
唯
足
知
。

尊
敬
す
る
人：

母
。
裁
判
活
動

と
い
う
未
知
の
世
界
に
飛
び
込

み
、
時
差
の
無
い
生
活
に
心
身

共
に
絶
好
調
で
す
。
人
生
悔
い

の
な
い
よ
う
に
生
き
て
い
き
た

い
で
す
。

１
月
18
日

京
都
駅
前
宣
伝
行

動
、
18
時
00
分
〜

１
月
19
日

提
訴
か
ら
２
年
宣

伝
行
動
＆
デ
モ
、
詳
細
別
掲

- 4 -

1
月
29
日

全
国
一
斉
宣
伝
行

動
（
東
京
、
大
阪
、
福
岡
）

15
時
00
分
〜
福
岡
空
港

18
時
00
分
〜
新
宿
駅
南
口
、

品
川
駅
港
南
口
、
錦
糸
町
北

口
、
池
袋
駅
東
口
、
立
川
駅

北
口

博
多
駅
筑
紫
口
、
天
神
ソ
ラ

リ
ア
前
、
小
倉
駅
前

18
時
30
分
〜
有
楽
町
マ
リ
オ

ン
前
、
難
波
高
島
屋
前

２
月
７
日

14
時
30
分
〜
パ
イ

ロ
ッ
ト
裁
判
１
０
１
号
法
廷

２
月
14
日

17
時
00
分
〜

日
航
本
社
前
宣
伝
行
動

２
月
18
日

京
都
駅
前
宣
伝
行

動
、
18
時
00
分
〜

２
月
28
日

全
国
一
斉
宣
伝
行

動
（
東
京
、
大
阪
、
福
岡
）

の
為
、
組

合
差
別
と

闘
い
な
が

ら
仕
事
を

し
て
き
ま
し
た
。
若
手
、
中
堅
、

ベ
テ
ラ
ン
が
一
緒
に
働
け
る
職

場
が
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
良
い

職
場
だ
と
思
い
ま
す
。
必
ず
、

仲
間
と
一
緒
に
戻
り
ま
す
。

平
井

洋
子
（
神
奈
川
県
出
身
）

私
が
裁

判
闘
争
を

し
て
い
る

の
は
、
自

分
の
退
職
す
る
時
期
は
自
分
で

決
め
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。
で

も
、
き
っ
と
一
人
で
は
裁
判
闘

争
は
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
仲
間
が
い
る
事
は
素
晴

ら
し
い
事
で
す
。
そ
し
て
支
援

の
お
願
い
に
伺
っ
て
、
様
々
な

不
当
な
事
と
闘
っ
て
い
る
沢
山

の
素
敵
な
方
々
と
巡
り
合
い
、

私
の
人
生
の
財
産
と
な
り
ま
し

た
。

平
野

千
香
子
（
名
古
屋
出
身
）

生
ま
れ
も
育
ち
も
名
古
屋
で

す
。
２
０
１
０
年
の
大
晦
日
の

原
告
団
・
事
務
局
紹
介

不当な解雇、提訴から２年！
１月19日（土）宣伝行動＆デモ行進

◎有楽町イトシア前宣伝行動

（交通会館横のビル）

13時30分～14時30分

◎銀座デモ15：00 水谷橋公園集合

～16：00 日比谷公園

主催：JAL支援共闘会議

《
今
後
の
日
程
》


